E-book borrowing in American public libraries by 西尾, 純子
米国の公立図書館における電子書籍貸出サービスについて 








ものであろうか。本稿では、Pew Research Center より 2012 年 6 月に公表されたレポー
トを中心に検討する。 
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ービスについて、2012 年 6 月に公表された、
Pew Research Center の Internet & American 
Life Project より実施された調査を基にした




























































4.2 「Libraries レポート」とは 
2012 年の 6 月 22 日、米国の NPO である
調査機関、Pew Research Center の Internet & 











われた。2011 年 11～12 月実施の電話聞き取
り調査、2012 年 1～2 月実施の電話による
追加調査、2012 年 5 月実施の２つのグルー
プを対象としたオンラインインタビューに
よる調査である。 
(a) 2011 年 11～12 月の電話聞き取り調査 





(b) 2012 年 1～2 月の電話による追加調査 
(a) の調査実施後、1 月 5 日から 8 日、1







は、上記 (a) の 2011 年 11～12 月実施され
た電話聞き取り調査が基となっているとし
ている。 
(c) 2012 年 5 月のオンラインインタビュー 
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回」が 23%、「6-10 回」が 11%、「11-25 回」








回」が 21%、「6-10 回」が 8%、「11-25 回」






793 人である。この 793 人のうち、図書館
から借りたかどうか尋ねると、「1-5 回」が
6%、「6-10 回」が 2%、「11-25 回」が 1%、

























回」が 14%、「6-10 回」が 4%、「11-25 回」











































































があるのは、全回答者 2,986 人に対して 111















































 最後に「Libraries レポート」では、(c) 2012
































4.11 ALA の反応 
 「Libraries レポート」に関しては、アメ
リカ図書館協会（ALA）の情報技術政策局
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